Studies on the Conidia Formation of Pyrenophora teres Drechs. I. Effects of medium, temperature and light quality by Sato, Kazuhiro & Takeda, Kazuyoshi
農学研究 62.15ト163(1990)
大麦網斑病菌 (PyrenoplwrateresDrechs.)の
分生子形成に関する研究
Ⅰ.温度,培地および光質の効果
佐 藤 和 広 ･武 田 和 義
緒 言
大麦網桝病 (Pyrenophorateres)は,オオムギ栽培地帯で普通にみられる病害のひとつ
であり,特に高湿 ･多雨地域での発病か多いとされている (MATHRE1982).本病害は近
年各国で発病の増加が報告されており,単独感染あるいは他の病害との混合感染は,オオ
ムギの収丑低下をもたらしている (SHrPTONetal.1973).また,最近北海道での発病が
報幣されており (佐藤 ･菩良 1989),わが同における本病苦の生態ならびに宿主の抵抗性
についての詳細な知見が必IJ要となっている.
一方.作物の病害抵抗性を検定するためには,確実な接種方法を確立することが必要で
あり,なかでも接種源の中心となる胞+ (本病においては分生子)の培養条件を知ること
が必須である.
Pyrenophorla属菌は一般に人工増発での分生子形成が困靴であるか,菌株による変匙があ
って (DEADMANandCooKE1985),全く分生子形成がみられない場合 (JoHNSTONand
HALPIN 1952)や,PDA (PotatoDextroseAgar)培地において極 (少数の分_1.fが形
成される場合 (DEADMAN and Cool(E1985)が報告されている.
P leresの分生~ナ'升;･r成についてはこれまでいくつかの報告があり,ONESIROSAN and
BANTl､ARI(1969)が光と温度条件について検討した例や,DEADMANandCooKE(1985)
が培地と光の条件について検討した例などで.多数の分生子を得ることに成功している.
しかし,わが国の菌株についての人T.培養条件は,E日中ら(1988)がDγechsle71a属(Pyrenoplw7,a
属の不完全世代)菌全般についての分生子形成条件を検討した例があるにすぎず,詳細な
報告はなされていない.
そこで,本研究においてはPleresの分生子形成に及ぼす温度と培地および光暦の効果
を検討するとともに,カナダおよび北海道で採取したい(つかの菌株における培茸条件な
らびに分生子形成条件を検討した.
本実験で使用した菌株のうち,北海道の筒株は北海道立北見良基試版場より,また,カ
ナダの菌株はカナダ農務省マニトバ試験場のA,Tecauz博士よりそれぞれ分譲いただいた.
ここに記して謝悪を衷する.
平成元年12月28日受理
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材 料 お よ び 方 法
本研究では北海道ならびにカナダにおいて採取し単胞子分離した菌株から,Tablelに示
した13菌株を用いた,なお,以下の諸実験においては,全て直径9cmのプラスチック製ペ
トリ皿に培地を20cc分注した平面培地を用いて菌を増発 した.
Tab】e.1.0rlglnOfinvesllgatedisolatesofP leres
Isolates Country P一aceofcolection Barleytype Symptom type
??
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ???? ?? ? ??
Japan Kitami,Hokkaido Spring Net
/J //
ノノ JJ
IJ り
肌 Lh
I/ Abashiri,Hokkaido
Canada' Saskachewan
// Alberta
JI Manitoba
ル ル
hL hLJ
*:Tso7atesfrom DT.Tecauz,AgrCanada
1.菌糸体の伸長
(a)温度の効果
実験 1
温度条件を10,15,20,25および30℃の5段階に設定し,Tablelで示した13菌株を用い
て,菌糸体の伸長速度に対する温度の効果を調査した.培地はPDA培地(ジャガイモ抽出
粉末4g,ブ ドウ糖20g,寒天15g,脱イオン水 1g)を用い,白色蛍光灯 (約1,500lux,波
長は480nmならびに580nmにピー クを有する300-760nm)の連続照明下で10日間ii適 した.
24時間毎に菌糸体の先端をペ トリ皿の袈面からマークし, 1ETあたりの伸長速度を算出し
た. 1つのペ トリ皿を1反複として2反復を設けた.
実験 2
Tablelに示される13菌株のうちKOOlとC102を見里･原培地 (粉末酵母エキス2g,可
溶性澱粉10g,寒天15g,脱イオン水 1g)を用いて10,15,20,25および30℃でブラックラ
イト (以下 BLB,東芝軌 波長は352nm を中心に300-400nm)の連続照明下で培養し.
顕微純を用いて,菌糸体の細胞各々20イ剛こついて細胞の長さを刺定した.
(b)培地の効果
KOOl,K105,C102およびC1581の4菌株を用いて,菌糸体の伸長速度に対する培地組成
の効果を検討した.培地条件は前述のPDA培地,見里･原培地に加えてV-8培地 (＼ト8
ジュース200m2,CaCO33g,寒大15g,脱イオン水800m2),オー トミル培地 (オー トミル
20g,微量塩類溶液 1g,炎大15g,脱イオン水 12)および大麦非酬 十培地(大麦#40g,KH2
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PO42g,寒大15g,脱イオン水 12)の5種類を使用し,25℃,白色蛍光灯の連続照明下で
10日間培巷した.菌糸体の伸長速度は前項の温度条件と同様の方法で2反復を設けて調義
した.
2.分生子形成条件
(a)培地の効果
KOOl,K105,C102およびC1581の4菌株を用いて,異なる培地条件での分生子ならびに
分生子柄の形成状態を調査した.培地は前述のPDA培地,見里 ･原培地,V-8培地,オ
ー トミル培地および大麦菓煎汁培地の5稗類を使用し,25℃でBLBの連続照明を行い,14
日間培養した. 1ペ トリ皿 1反復として3反復を設けた.分生子ならびに分生子柄の形成
状態は実体顕微鏡により観察し,0:級,0.5二極微,1:級,2:少,3:中,4.多の
6段階で判定した.なお,以下の英験における分生子ならびに分生子楠の形成状態はすべて
この基準で判定した.
(b)温度の効果
tDEIL度条件による分生子形成の変化を恒温ならびに変温条件で検討した.見里 ･原培地を
用い,BLB連続照B)]LFで,14日間の培垂を行った.
まず,KOOl,K105,C102およびC1581の4菌株を用い,温度条件を10,15,20,25お
よび30℃の恒温で5段階に設定し,3反復により分生子ならびに分生子楠の形成を調査し
た.
次に,培養期間を前期10日と後期 4日に分割し,前･後期の温度条件をそれぞれ10,15,
20,25および30℃の5段階とし,それらの組合せによる25通りの温度条件で培養 して分生
子ならびに分生子柄の形成を調査 した.菌株はKOOlとC102を供試し,2反復を設けた.
さらに,KOOl,K105.C102およびC1581の4菌珠を25℃で増巷し,培養の各段階で2日
ずつ10℃で低温処理して分生子ならびに分生子柄の形成を調査した.低温処理はFig.1に
示すように培養の初 日と2日目,3･4日目,5･6 日目,7･8日臥 9･10日臥 11･
12日目,13･14日目に行い,対照区は25℃恒温とした.実験は2反復とした.
(C)光質の効果
Fig.2に示す設計に従って白色蛍光灯とBLB照射を組み合せ,分生子および分生子柄の
形成に対する光質の効果,特に,特定の時期における光質の効果を調査 した.対照区は連
続暗黒とした.KOOl,K105,C102およびC1581の4菌株を供試し,見里 ･原培地を用い
て25℃で3反復とした.
結 果 お よ び 考 察
1.菌糸体の伸長
(a)温度の効果
5段階の温度における13菌株の菌糸体の伸長速度(mm/日)をTable2に示した.Table
3に示される分散分析において温度の効果は高い水準で有意であった.Table2によれは全
体的に菌糸体の伸長に対する殺適温度は25℃よりわずかに高いとみられるか,個々の菌珠
についてみると,KO05のように最適温度が25.Cより低いとみられる菌株や,C1581のよう
62巻 (1990) 153
Table.2.Colonialgrowth(mm/day)inisola[esofP･leresatfivetempera
亡ures
TemPera亡ure(℃)
10 】5 20 25 30
??
?…? ????? ? ???…?????? ? ???? ??? ? ? ? ???? ?
? ?? ?
??
???
?
???
?
?????? ? ?
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? ?
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???
?
?
? ???
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?
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????????
Table3.AnalysisofvarianceforcoloniaTgrowthinisolatesofP leresal
five亡emperatures
Ⅰ亡em df MS F
Isolates(A)
Temperature(B)
AxB
Error
? ? ???? ? ?
5967 831日
9384.71 130622''
21.47 299日
7,18
= ●Siginificanlatthe10/olevel
Table4.CelHength(A,〃m)andnumberofce一lsfornledperday(B)in
iso]alesofP.leresalfivelemperalures
TenlPera亡ure(℃)
10 15 20 25 30
K001 A 63.0
B 26
C102 A 632
B 28
66.0 74.2 74.4 558
35 44 60 64
63.8 74.4 80.2 51.8
31 49 5ユ 43
に25℃より高いとみられる歯株があった.そのため菌抹×温度の交互作用が10/.水準で有意
となり,伸長速度の温度比応が菌株によって有意に異なることが確認された.菌株による
変異は温度×菌株の交互作用に比べても有意であり,伸長速度の遅速が菌株によって異な
ることが明らかにされた.
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SHtPTONetal.(1973)は北米の春播オオムギから採取したP,teγesの菌株では菌糸体
の最適生育温度は25-29℃であり,一方,秋播オオムギから採取した術株ではそれよりや
や低いと報告している.本研究の供試菌株においても,菌糸体の伸長の東通温度が25oCよ
りもやや高い簡株とやや低い菌株がみられた.菌糸体の愚適伸長温度が菌株によって異な
るという事実は菌株の適応的分化の要因として注目される.
見里･原培地で培養されたKOOlとC102のそれぞれの温度条件における平均細胞長をTable
4に示す.菌糸体の細胞の長さは25℃で澱も長 く,74.4および80.2〃mであり,これより低
温あるいは高温条件では細胞が短 くなる傾向が認められた.
1日あたりの菌糸体の伸長丑を平均細胞反で割って,1日あたりに形成される細胞の数
を算出するとTable4に示されるようにKOOlでは10℃での26個から30℃での64個まで漸増
し,C102では10℃での28個から25℃での51個まで漸増して30℃ではむしろ減少する傾向が
認められた.
Table4に示される細胞の数は菌糸体が蔽按的に伸長するとイ反定した場合の推定値で,し
かも分枝を考施していないが,菌糸体は三次元的に成長するので,実際に 1個の成長点(菌
糸の先端)から1Elあたりに形成きれる細胞の数は,最適温度条件では数百個に達すると
みて良いであろう.
(b)培地の効果
5種類の培地における4菌株の菌糸の伸長速度 (mm/日)をTable5に示した.その分
散分析の結果 (Tab一e6),菌株聞差異ならびに菌株×培地の交互作用は有意でなく,培地
による差のみが1%水準で有意であった.各培地平均値の1%水邸のL.S.Dは0.6だったので,
大麦葉培地の6.9mm/日とⅤ-8培地の6.7mm/日が敬も速 く,PDA培地の6,1mm/日とオ
ー トミル培地の6.0mm/日がこれに次ぎ,見盟･原培地の5.0mm/日は有意に遅いといえる.
Table5.Colonialgrowth(mm/day)inisolatesofP./eyesinfivemedia
Isolates PDA V-8 0a亡meal Barleyleaf MisatO-hara Mean
KOOI
K105
C102
C1581
???
?
? ???
?
? ?
?
??
? ?? ?
???
? ??
Mean 6.1 6.7 6.0 6,9 50 6.2
Table.6.Analysl'SofvarianceForcolonialgrowthinisolatesofP･Eeresin
Fivemedia
Item df MS F
Tsolates(A)
Media(B)
AxB
Error
??
?
6.83 032
434.21 20.10日
42.65 197
21,60
+''S)'gnificantatthel% level
本実験では培地の組成を5種芋削こ設定したが,それぞれの濃度は固定しているので,炭
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莱源や窒素源を始めとする養分の絶対量も培地の種類によって異なっている.しかも冨山
ら (1962)も指摘しているように,菌糸体の伸長速度は必ずしも菌そうの成長畳,特に厚
さを反映していないので,前述の温度条件の場合とは違って培地の適否を伸長速度の大小
で判断するには無理がある.
Table5に示される伸長速度の培地による違いは,実際には9cmのペ トリ皿を一杯にす
るのに,早ければ7日.遅 くても9日という違いにすぎない.従って,培地の選択にあた
っては,菌糸体の伸長速度よりは,後述する分生子形成能を塵視すべきである.なお,菌
糸体の伸長速度に菌株×培地の交罰二作用が認められないことは,供試摘株の範囲では培地
に対して菌株による選択性がないことを意味する.
2.分生子形成条件
(a)培地の効果
25℃,BLB連続照明 卜での5税額の培地における4禍株の分生子ならびに分生 月丙の形
成状態をTable7にホした.分生子と分生子柄の形態をPlate.1と2に示す.菌糸から分
生子を生じるまでの段階は,繭糸の伸長-分枝-分生子柄形成-分生子形成であり,分岐
した菌糸の先端が分生子柄に変化し,その先端に分生子 (分生胞子)が形放される.
分生子の形成副 まいずれの処理においても少なく,PDA培地ならびにオー トミル培地で
はほとんど形成がみられなかった.一方,全ての菌株でわずかても形成がみられた培地は
見里 ･原培地のみであった.この結果にもとづいて,以下の実験には見里 ･原培地を用い
ることにした.
分生子桶形成は培地によってかなりの差がみられ,V-8培地が俵も多く,大麦葉培地な
らびに見里･原培地が中程度で,PDA培地ならびにオー トミル培地では少なかった.分生
子と分生子梢の形成の傾向はおおよそ一致したが,V-8培地におけるC102のように,多数
の分生子柄を形成しなから全く分生子を形成しない場合もみられた.
既往の報告をみると,ONESIROSANandBANTTARI(1976)がRiceagar培地,また,
KAHN(1973)がV-8培地,MCDA (ModifiedCzapekDoxAgar,ショ糖2%)培地お
よび大麦薬培地で多iJ･.の分生子形成を得ており, 一方.DEADMANandCooKE(1985)は
PDA培地で十分な分生子形成が絹られなかったとしている.
Table.7 Conidia(A)andconidiophore(B)formationForisolatesofPleres
infivemedia
PDA V-8 0atmeaI Barley一eaf Misato-hara
A B A B A a A B A Li
KOOI
KIO5
C102
C1581
?
?
??
??
?
?
? ?
???
?
?
? ?? ?
?
???
????? ? ? ? ? ? ? ????
?
?
???
?
?? ? ?
??
Meatl O2 07 0.6 2.9 01 0.8 05 20
Rela亡lVescoreOfconidiaorconidiophoreformatiun,0:none～4:hea＼′y
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??????
?
??
? ?
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｢Table.8.Conidia(A)andconidiophore(B)formationforiso7atesofP.leres
indifferenttemperatures
10℃ 15℃ 20℃ 25℃ 30℃
A B A
KOOI 0
KIO5 0
C102 1.0
C1581 1.7
00
0 2.0
7 1,3
? ?
??
?
?
?
?
?
?
??
?
????????
?
??
?
?
?
???
?
?
? ? ??
?
?
Mean O∴7 0.9 0.8 0.5 0.7 1.5 0,6 1.7 0.6
Relativescoreofconidiaorconidjophoreformation,0:none～4:heavy
Tab一e.9.EffectofchangesintemperatureforconidiaformationofP.leres
Temp･(℃)ofsecond4days
firstlOdays lO 15 20 25 30 Mean
Tempt(℃)of Isolates
10
15
20
25
30
KOOI 0
C102 1.0
KOOI 0
C102 1.0
KOOI 0
C102 3.0
KOOI 0
CIO2 3.0
KOOI 0
CIO2 3.0
0 0 0 0.3 0.1
1.0 1.5 1.0 0 0.9
0 0 0 0.5 01
2.0 1.5 1.0 0 1.10 0 0 1.0 0.2
3.0 1.0 1.0 0 1.6
05 1.0 1.0 1.0 0.7
2.0 1.5 0.5 0 1.40 0 0 0 0
2.0 0 0,8 1,0 1.4
Relativescoreofconidiaformation,0 nole～4:heavy
なお見里 ･原培地は.イネのいもち病菌 乃′n'culan'a or),zaeの胞子形成用培地として開
発されたものであり(見里･原1957),P.teresに対する適用は本実験が初めてと思われる.
抵抗性検定のために本格的な接稗実験を行うには,本研究での指数 2以上の分生子形成
が必要であり,Tab一e7に示される培地と菌株の範囲では満足な結果が得られなかった.し
かし,PDA培地ならびにオー トミル培地よりはⅤ-8培地,大麦菜培地および見里･原培地
の方か分生子形成能が高い傾向が見出された.
なお,Table7にみられるように,分生子柄と分生子の形成は必ずしも平行的でないので,
両者の栄養要求性は多少くい違っているものとみられる.例えば,Ⅴ-8培地では分生子柄
形成が高く,その割には分生子形成が/i,ないので,これに何らかの処理を加えることによ
ってより多くの分生子が形成される可能性があると言えよう.
(b)温度の効果
Table8に見里･原培地,BLB連続照明下での5段階の温度における4菌株の分生子な
らびに分生子柄の形成を示した.
北海道の菌株であるKOOlならびにK105では,20℃から30℃の比較的尚温でのみ分生子
の形成が認められるのに対し,カナダの菌株であるC102ならびにC1581では,10℃までの
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低温を含めた全温度範囲で分生子の形成が認められた.また,カナダの2菌株では分生子
形成の最適温度がC102で15℃,C1581で10℃とみられ,むしろ低温によって胞子形成が促
進される傾向が認められ,その分散分析の結果,菌株×温度の交互作用が統計的に有意で
あった.なお,分生子柄の形成は分生子の場合と平行的であった (Table7).
次いで,見里･原培地,BLB連続照明下で培養期間の前期 (初日～10日目まで)と後期
(ll-14日目まで)で5段階 (10.15,20,25および30℃)の温度を総当りで組合せた処
理による分生子の形成状況をTable9に示した.菌株は 2種類用いたが,分生子形成の全
平均値はKOOlが0.2,C102が1.3と差がみられ,また,両菌株の温度に対する反応も異なっ
ていた.
K102では培養前期の温度が20℃以下では後期の温度が30℃の場合にのみ,わずかに分生
子形成が認められ,前期が25℃の場合は後期か15℃以上であれば多少とも分生子が形成さ
れた.一方,前期の温度を30℃に高めると,後期の温度にかかわりなく分生子は形成され
なかった.
一方,C102では,1,2の例外はあるものの,後期の温度か25℃以下であれば,前期の
温度にかかわりなく分生子が形成された.C102では,前期の温度が20℃以上の場合に後期
の温度を15℃以下にすると分生 f形成が促進される,一種の低温処理効果が認められた.
C102て･.I).jめられたこの低温処理効果がどの時期で有効かを確認するため,4つの菌株を
供試して見里.原培地,BLB連続照明下で25℃14El間の培養期間中に10℃の低温条件を2
日間ずつ挿入し,分生子の形成状態を検討した結果がFig.1である.
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Fig･1･Effectoflow temperatureontheconidia(A)andconidiophore(B)
formationofisolatesinP.leTleS
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いずれの菌株においても25℃恒温の条件では分生子形成が極めて少なかった.低温処理
を加えた区を25℃恒温区と比較すると,北海道由来のKOOlでは恒温区の0.7に対し低温処
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理区の平均値が0.6,K105ではそれぞれ0.3に対して0.7と低温処理の効果は明らかではない
が,カナダ由来のC102ではそれぞれ0.3に対して2･2,C1581では1･0に対して25と低温処
理の効果が認められた (LSD 0.01=1.2).
ヵナダ由来の菌株において低温処理の効果はいつの時期でも認められるので,特定の適
期はないものとみられる.特に,低温処理が培凍期間の最後の2日間でも良いことは分生
子形成が2日以内の想時間で行われることを示している.Table4に示されるように,1日
あたりに形成される菌糸体の細胞の数が10℃においても26個もあることはこれを袈付ける
ものであろう.田中ら (1988)もP.leresの磨砕した菌糸体をろ紙に塗布し,13℃,BLB
連続照明下で培養すると3-4日で多止の分生子が形成されると報告している･これらの
ことから,条件が整えば,分生子の形成はかなり速やかに進行するものとみられる･
なれ 分生子柄の形成は分生子の場合と平行的で,南都 こ対する温度の効果が同質のも
のであることが示唆された.
既往の報告をみると,ONESIROSANandBANで,rARI(1976)は分生子形成の最適温度を
21℃とし,一九 SHTPTONeLal.(1973)は秋播大麦由来の菌株で10-15℃が適温だった
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Fig 2.Effect of BLB irradiation on conidia(A) and conidiophore(B)
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としている.本研究の結果でも雌i株によって分生子形成の適温が異なっており(Table8,
9).特にKOOlは25℃恒温あるいは前期25℃,後期15℃以上,前期20℃以下の場合は後期
30℃の条件でなければ分生子を形成 しなかったのに対 して,C102およびC1581では最適温
度がやや低いと共に温度条件に対する反応が鈍いとみられた.
(C)光質の効果
種々の光条件下における供試4菌株の分生子ならびに分生子桶の形成状態をFig,2に示
す.
北海迫LfT来のKOOlおよびK105においては,連続暗黒ならびに白色敏光灯連続照明下で
は分生子柄,分生子とも全 く形成されなかった.一方,いずれかの時期に BL13を照射する
と,ほぼ例外なく分生子柄は形成されるが,それだけでは分生子は形成されず,分生 ノーが
形成されるためには,ほほ全期間,あるいはK105の場合には培並の駁終段階でBLBを照
射する必要があった.
カナダ由来の蘭株では多少これとは反応が簸なり,連続曙馬あるいは白色蛍光灯連続照
射でも分生子柄,分生子とtJに形成されたが,いずれかの時期に BLBを照射すると分生子
柄の形成が増加する傾向が明らかであり,また,分生子が形成されるためには,ほぼ全期
間.あるいはiJl蓑の蔵終段階でBLBを照射することが有効 とみられた.
摘 要
大麦綱斑病菌 (Pyrenopho71atereS)の人_T.培地上における分生子形成条件を検討 した.
北海道ならびにカナダで採取 した菌株を供試し,歯糸体の伸長に及ほす温度と培地の効果,
分生子形成に及ほす培地,温度および光即の効果を検討 した.結果の概要は以下のとおり
である.
1)菌糸体の伸長速度に対する最適温度は-一般に25℃よりやや高めであるが,蘭株による
変異が認められた.伸長速度は培地によって多少輿なったが,菌株による選択性はみられ
なかった,
2)25℃,BLB (近紫外光)連続照明では,見盟 ･供培地で供試 した4頭株のすべてで分
_J1-F形成が認められたが,PDA培地ならびにオー トミル培地ではほとんど分ヰ_tが形成さ
れず,培地によって分生子形成丑か異なることが明らかにされた.
3)分生子形成に及ぼす温度の影響については,北海道の2菌株では20℃以上のみで分生
子が形成されるのに対 し,カナダの2菌株では15℃以下の低JliLでも形成された.さらにカ
ナダの2菌株では,25℃の培養中に2日間,10℃の低温を与えると分Jll子形成が促進され,
一種の低温処理効果が認められたが,北海道の南棟では低温処理効果が認められなかった.
4)分生す形成に及ぼす光賓の効果については,白色蛍光灯ならびに暗黒条件ではカナダ
の2菌株で分生 f-が形成されたが,北海道の2菌株では形成されなかった.また.いずれ
の菌株においても士.:I,瀧 の全期間あるいは澱終段階のBL13照射は,分生子形成を促進する傾
向がみられ,分生子柄形成については培養期間中のいずれの時期のBLI∋照射 も有効 とみら
れた.
160 JEt学 研 究
引 用 文 献
富山安平.酒井隆太郎,7･.YJ'桑 完.1962.場株菌の_'J=.乳 植物柄確乎実験法,335-380.□本捕物防
疫協会.火jil.
DEADMAN,M L andB M.CooKE 1985 Amethodofsporeproduc亡10nforDγechsle71a
leresusingdetachedbarleyLeaves.Trams.Br.MycoISoc.85･489-493
JoHNSTON,T.W andJ.E HALPIN 1952. Influenceoflightonthemorphologyand
produc亡ionofcontdlainsomespeciesofDeJltatiaceae Phy亡opathology 42 342
KHAN,T N.1973 HostspeclaH'zat10nbyWesternaustraHanLSOlatescauslngnetblotch
symptomsonHordeum.TramsBrMycol.Soc61 2151220.
MATHRE,D E 1982 Netblo亡ch lnConpendlum oFbarleydlSeaSeS 22-24 American
PhytopathologicalSoc)'ety,StPauJ.MJ'nnesota
ONESTROSAN,P T.andE.E BANTTARI1969 Theeffec亡of一ightandtemperatureLlPO】l
spolLl】atTOnOf〟elminEhosi)oTrlum /eJ(ノヾinculturePhytopa亡hology 59 906-909
SHIPTON,W A.,KHAN,T N andBoYD,W J.R 1973.Netblotchofbarley RevleWOF
PlantPathology52 2691290
佐藤利Jム･吉良照二,]989.オオムキにおける鮒岐3品抵抗件の品柑変輿と拙イム (7･純).符維39(別
∩廿2)'298-299.
mL)l 治 .粍波成任 ･山下帽一 ･土井盛二 1988.数抑DrecJtLglera属蘭の分生I'd子形成粂作につい
て.日相病報54 128.
見_qi朝正 .原 瀬.1957.稲熱病噛胞子形成培地について.戊繋およびrぷl芸32 797-798.
62を (1990) 161

StudiesontheComidiaFormationof
PyreTWPhorateT･eSI)Techs.
Ⅰ. EffectsofMedium,TemperatureandLightQuality
KazLlhTrO SATOandKazuyoshlTAⅠくEDA
Summary
EstablishmentOfanartificialinoculationmethodisimportantfortheinvestiga-
tionofthephysiologicspecializationandthehostresistanceofPyrenophwaleres,
thecausalorganism ofbarleynetblotch SinceP.teresisapoorsporulatorin
culture,itisessentia一forthe artificia一inoculation to estabHsh a method of
producingalargeamountofconidiainculture.Thepresentstudywascarriedout
toinvestlgatetheeffectsofmediulTl,temperatureandlightqualityforthegrowth
andconidiaformationofP.[eresuslngisolatesfrom HokkaidoandCanada.
1)Theco一onizationwasthegreatesta【25℃,althoughdifferencesWereobserved
amongthe13isolates.Colonizationwasdifferentinthefourmedia.
2)SporulationwasfaironV-81TlediLIm,bar】ey leafmedium and MisatO-hara
medium,butsparseonPDAmedium andoatmealmedium,whenfourisolateswere
culturedat25℃ undercontinuousblacklightblue(BLB)irradiation.
3)CulturedonMisato-haramedium undercontinuousBLBirradiation,twoisolates
from Hokkaido did notsporulate atlO℃ or 15℃,while Canadian iso】a亡es
sporulatedatalfivetemperaturesbetween10℃ and30℃. Canadianisolates
sporulatedwelwhenincubatedat25℃ interruptedbytwoday10℃ treatment,
whereasthelow temperaturetreatmentdidnothaveapositiveeffectonisolates
fr10m Hokkaido.
4)Cu一turedonMisato-haramedium at25℃,twoisolatesfrom Hokkaidodidnot
sporulateundercontinuousfJourescentlightorconstantdarkness,whileCanadian
isolateshadsparsesporulationunderthesamecondition.Longterm irradiationby
BLBhadapositiveeffectonthesporulationofthefourisolatesexamined.
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